
問　皿沼周辺地域の意向調査の結果は、公表

しているのか。

答　調査対象の関係権利者には、結果を送付

している。また、一般の方には、新土地利用

推進担当の窓口で閲覧できるように対処してい

る。

反 対 討 論

　消費税は、低所得者に大きな負担がかかる

逆進性の強い税です。国に対し消費税は廃止

ないしは引き下げすることを求めるべきです。

マイナンバー制度の普及は全国的に11.5％、白

岡でも10.7％であり、このような無駄な制度は

国に廃止を強く働きかけるべきです。

問　生活保護扶助費の削減に向けての取組や

効果について伺う。

答　就労支援専門員を配置し、求職活動支援

を実施している。また、29年度は30件の廃止

件数のうち、12件が収入増加によるものであっ

た。

問　要保護児童について痛ましい事件があっ

たが、近年、市でも似たような事例はあったか。

答　市では、管轄する児童相談所管内でも、

虐待に関する通報や取り扱いが少なく、ここ数

年をみても、児童相談所に措置されたケースは

ない。

問　全国大会に出場した選手に補助金を支出

しているが、出場に要した経費のうちどのくら

い補助するのか規定はあるのか。

答　補助金支出に係る交付要綱があり、全国

大会出場に係る補助金の上限は１万円である。

オリンピックは10万円、アジア大会は５万円

となっている。

賛 成 討 論

　休日・夜間の納税相談を実施するなど歳入

確保に努めた。「こもれびの森」建設、中学校

トイレ洋式化、小・中学校エアコン導入調査、

西第二児童クラブ開設、新白岡駅西口公衆ト

イレ整備など、市民生活に潤いを与える施策を

実施しており評価するものです。

一般会計

平成29年度の主な事業

問　市債による借り入れが増えているが、市の

認識は。

答　新規に公共施設を整備するため、借り入

れが増えた。公共施設が老朽化しており、改

修や更新が必要である。個別施設計画を策定

し、中長期的な視点を持って取り組む。

問　ふるさと納税制度を今後、どのように改

善・運用していくのか。

答　総務省から通知があった影響もあり、昨

年度と比較すると減少している。今後は、他

市町村を参考に体験型の返戻品などを検討し

ていく。

問　市長への手紙49件のうち多かった内容は
何か。

答　最も多かったのは、「小・中学校のエアコ

ン設置について」で、件数は５件であった。

問　のりあい交通を使いやすくすることについ

て、どのように考えているのか。

答　28年度に実施したアンケートと運行記録
を分析して、課題を整理している。30年度か

らインターネット予約と昼休みとしていた時間

帯の運行を開始している。

問　特産品開発の進捗状況はどのようになっ

ているのか。

答　30年３月に試作品を300食配布し、アン
ケート調査を行った。現在、風味、食感などの

調整や改良を行っている。本年度中に製品の

完成を目指している。

問　農業・農村の多面的機能支払交付金事業

について、28年度は5組織あったが29年度は

4組織に減っている。理由は何か。

答　組織名は柴山活性化クラブで、交付金は

200万円ほどであった。28年度をもって廃止し

た理由は、構成員の高齢化や後継者不足であ

る。

問　橋梁長寿命化事業において、比較的危険

度の高い橋が５つあるとのことだが、対応はど

うなっているか。

答　５つの橋のうち、昨年度は高岩橋の補修

を実施し、今年度は上砂場橋を実施する予定

である。順次対応することとなる。

歳入…154 億 5,329 万５千円　差引額…7億 9,124 万 4千円

歳出…146 億 6,205 万 1千円 ※差引額には、30年度への繰越事業が含まれています。

　9月6日から10月3日までの28日
間にわたって定例議会が開かれ、報
告４件、市長提出議案25件を審議
し、原案のとおり同意・可決・承認
しました。請願１件は、継続審査と
なりました。

《９月定例会》

一般会計決算
平成29年度

白岡市生涯学習センター こもれびの森

☆西第二児童クラブの建設

☆消防分団施設の更新

☆生涯学習センター建設工事の推進

☆南小学校改修工事の実施

☆菁莪小学校屋上防水工事の実施

☆小・中学校エアコン導入調査の実施

☆大学などと連携による特産品開発

☆都市計画道路白岡駅西口線用地の取得

☆新白岡駅西口の公衆便所を整備

☆ 大山地域及び菁莪地域の「白岡元気プ

ロジェクト」の実施

市の事業をチェック!!チェック!!

高岩橋
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